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盛
ん
だ
。
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
ワ
イ
ン

用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
面
積
は
10
年
前
の
１
０

５
ha
か
ら
、
２
０
１
８
年
に
は
１
４
５
ha

へ
拡
大
し
た
。
ブ
ド
ウ
栽
培
に
適
し
て
い

る
た
め
、
域
外
各
地
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
余

市
町
の
ブ
ド
ウ
栽
培
者
と
栽
培
契
約
し
て

い
る
事
例
が
沢
山
あ
る
。

余
市
町
の
ブ
ド
ウ
栽
培
は
１
８
７
６
年

（
明
治
８
）
に
始
ま
る
が
、
盛
ん
に
な
っ

た
の
は
１
９
７
０
年
代
、
リ
ン
ゴ
価
格
が

暴
落
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
リ

ン
ゴ
の
栽
培
面
積
が
減
少
し
（
70
年
代
１

０
０
０
ha
、80
年
６
０
０
ha
、２
０
０
０
年

３
０
０
ha
、
現
在
２
０
０
ha
）、
ブ
ド
ウ

積
丹
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
余
市

町
（
人
口
１
万
９
０
０
０
人
）
は
「
果
実

の
ふ
る
さ
と
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
日
本

海
を
北
上
す
る
暖
流
の
対
馬
海
流
の
影
響

を
受
け
て
、
余
市
は
比
較
的
温
暖
で
果
樹

栽
培
が
盛
ん
、
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
、
洋
梨

の
生
産
量
は
全
道
一
を
誇
っ
て
い
る
。
積

雪
量
が
多
い
地
域
で
あ
る
が
、「
フ
ル
ー

ツ
王
国
」
で
あ
る
。
果
実
の
生
産
額
は
19

億
円
で
、
隣
の
仁
木
町
と
合
わ
せ
る
と
北

海
道
全
体
の
半
分
を
占
め
る
（
表
１
参

照
）。し

か
し
、
近
年
は
ワ
イ
ン
の
町
へ
と
変

わ
っ
て
き
た
。
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
が
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叶 芳和

余
市
町
は
世
界
の
ワ
イ
ン
銘
醸
地
と
同
じ
緯
度
、
ワ
イ
ン
ベ
ル
ト
に
あ
る
。
曽
我
貴
彦
氏
は
日
本
中
を

調
査
の
上
、
雪
の
多
い
余
市
を
選
ん
だ
。
繊
細
な
ワ
イ
ン
に
な
る
ピ
ノ
ノ
ワ
ー
ル
を
栽
培
す
る
に
は
余

市
以
外
な
い
か
ら
だ
。
世
界
を
目
指
す
曽
我
氏
は
「
科
学
す
る
醸
造
家
」
で
あ
る
。

日
本
の
食
文
化
を
表
現

世
界
と
勝
負
す
る
ワ
イ
ン
め
ざ
す

ド
メ
ー
ヌ 

タ
カ
ヒ
コ
（
北
海
道
余
市
町
）

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論　

現
地
ル
ポ　
第
７
回

農業は

になった！

先進国型産業

27
１��

北
の
フ
ル
ー
ツ
王
国

北海道 余市町 仁木町 余市町の
全国順位

果実計 610 191（1） 119（2） 108位

リンゴ 140 47（1） 11（4） 51位

ブドウ 200 72（1） 32（2） 44位

西洋梨 … 8（1） 1（3） 22位

おうとう 200 48（2） 66（1） 14位

もも … 9（1） 0（2） 22位

表１：余市町の果樹生産額　（単位：1,000万円）

（出所）農水省「生産農業所得統計」2017年値（H29年）。
　　　  ( )内数字は北海道における市町村別順位
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ビ
ー
ル
及
び
は
こ
だ
て
わ
い
ん
（
道
内
七

飯
町
）
が
余
市
町
の
生
産
者
と
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
の
試
験
栽
培
を
開
始
す
る
。

１
９
８
４
年
に
は
サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン
、

余
市
ワ
イ
ン
（
町
内
）
が
栽
培
契
約
を
締

結
、１
９
８
５
年
に
は
北
海
道
ワ
イ
ン（
小

樽
市
）、
は
こ
だ
て
わ
い
ん
、
ニ
ッ
カ
ウ

ヰ
ス
キ
ー
（
町
内
）、
１
９
９
６
年
に
は

中
央
葡
萄
酒
千
歳
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
道
内
千

歳
市
）、
２
０
０
２
年
に
は
池
田
町
ブ
ド

ウ
・
ブ
ド
ウ
酒
研
究
所
（
道
内
池
田
町
）

と
続
き
、
域
内
外
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
余
市

町
の
生
産
者
と
栽
培
契
約
を
締
結
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
余
市
町
は
ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
の
余
剰
、
移
出
地
域
と
し
て
有
名
な
産

地
だ
。

な
ぜ
寒
い
地
方
で
ワ
イ
ン
か

北
海
道
は
寒
い
、
雪
が
多
い
、
そ
ん
な

地
方
で
な
ぜ
ブ
ド
ウ
栽
培
、
ワ
イ
ン
造
り

が
盛
ん
な
の
か
。
素
人
の
初
歩
的
な
疑
問

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
ブ
ド
ウ
適
地
な

の
だ
。

ブ
ド
ウ
栽
培
に
適
し
た
気
象
条
件
が
あ

る
が
、
余
市
町
の
積
算
温
度
（
４
月
か
ら

10
月
）は
１
２
０
０
℃（
最
近
は
１
３
０
０​

℃
）で
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ（
１
３
０
０
℃
）、

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
、
ア
ル
ザ
ス
（
１
２
０

０
℃
）
と
同
じ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
産
地

も
１
２
０
０
℃
だ
。
余
市
町
は
世
界
の
ワ

イ
ン
銘
醸
地
と
同
じ
条
件
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
適
地

は
北
緯
30
～
50
度
、
南
緯
30
～
50
度
、
年

間
平
均
気
温
10
～
16
℃
の
地
域
に
限
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
帯
は
ワ
イ
ン
ベ
ル
ト
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
北
半
球
で
は
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
米
国
、

南
半
球
で
は
チ
リ
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
南

ア
フ
リ
カ
が
こ
の
帯
の
中
に
位
置
し
て
い

る
。
余
市
町
の
緯
度
は
北
緯
43
度
で
ワ
イ

ン
ベ
ル
ト
に
あ
る
。

た
だ
し
、
醸
造
用
ブ
ド
ウ
は
マ
イ
ナ
ス

20
℃
を
下
回
る
と
凍
害
を
受
け
る
。
余
市

の
年
間
平
均
温
度
は
８
℃
で
冬
を
越
せ
な

い
は
ず
で
あ
る
が
、
余
市
町
は
積
雪
が
多

く
、
冬
季
は
ブ
ド
ウ
の
木
は
雪
で
覆
わ
れ

て
い
る
の
で
凍
害
を
免
れ
て
い
る
（
ち
な

み
に
、
日
本
の
北
緯
30
～
50
度
は
鹿
児
島

県
十
島
村
か
ら
樺
太
ま
で
）。

表
３
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
新
規
参
入
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
10
年
で
、
余

市
町
に
は
新
し
い
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
続
々
と

誕
生
、
現
在
、
11
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
立
地

し
て
い
る
。
う
ち
５
軒
は「
ワ
イ
ン
特
区
」

を
活
用
し
て
小
規
模
で
参
入
し
た
も
の
で

あ
る
。
経
営
者
は
東
京
、
茨
城
、
長
野
、

秋
田
、
札
幌
な
ど
の
出
身
で
、
全
国
各
地

か
ら
来
て
い
る
。
新
規
就
農
希
望
が
あ
と

８
軒
見
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
な
お
、

隣
の
仁
木
町
は
現
在
３
軒
で
あ
る
が
、
近

日
中
の
新
規
参
入
予
定
が
２
軒
あ
る
。

表
４
は
、
余
市
税
務
署
管
内
の
ワ
イ
ン

生
産
の
推
移
で
あ
る
。
北
海
道
全
体
の
ワ

の
栽
培
面
積
が
徐
々
に
拡
大
し
た
が
、
１

９
８
１
年
頃
か
ら
ワ
イ
ン
醸
造
用
ブ
ド
ウ

の
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
余
市
町
の
果
樹
の

リ
ン
ゴ
か
ら
ブ
ド
ウ
へ
の
遷
移
は
明
瞭
だ
。

農
家
の
経
営
耕
地
面
積
が
比
較
的
大
き

い
た
め
（
ブ
ド
ウ
栽
培
が
一
番
盛
ん
な
登

地
区
は
６
～
10​

ha
）、
栽
培
の
手
間
が
省

け
る
加
工
用
ブ
ド
ウ
栽
培
に
積
極
的
で
、

各
地
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
契
約
栽
培
を
行
っ

て
い
る
。
１
９
８
３
年
に
は
サ
ッ
ポ
ロ

表３：余市町のワイナリー新規参入状況

設立年 会社名 生産本数
/年

1974 余市ワイナリー（日本清酒㈱） 10万本

2010 ドメーヌ タカヒコ 1.5万本

2013 リタファーム＆ワイナリー 3.5万本

2013 OcciGabiワイナリー 4.5万本

2014 登醸造 ※ 1,000本

2015 ドメーヌ アツシ スズキ ※ 2,200本

2015 平川ワイナリー 2.5万本

2016 ドメーヌ モン ※ 1.0万本

2016 ワイナリー夢の森 ※ 2,200本

2017 キャメルファーム（ワイナリー） …  　

2018 モンガク谷ワイナリー ※ 2,000本

仁木町

2010 ベリーベリーファーム＆ワイナリー仁木 1.3万本

2014 NIKI Hillsヴィレッジ 2.0万本

2018 ヴィニャ デ オロ ボデガ ※ 3,400本

表２：余市町の
　　　ワイン用ブドウ生産の推移

年 栽培面積
（ha）

収穫量
（t）

2008 105 766

2009 105 811

2010 107 620

2011 107 588

2012 108 842

2013 118 736

2014 120 699

2015 124 650

2016 126 750

2017 133 …

2018 145 …

（出所）余市町農林水産課調べ

（出所）余市町農林水産課調べ、2019年6月末現在。
（注）※印は特区制度活用による新規参入。

余市町の「ワイン特区」認定は2011年11月、仁木町は2017年12月である。
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イ
ン
生
産
は
横
ば
い
で
あ
る
が
、
余
市
管

内
の
伸
び
は
大
き
い
。
従
来
は
、
余
市
町

は
ブ
ド
ウ
が
“
余
剰
”

と
言
わ
れ
た
が
、
近
年

は
町
内
で
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
増
え
、
栽
培
面
積
は

増
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
不
足
気
味
に

な
っ
て
い
る
。
醸
造
用

ブ
ド
ウ
は
奪
い
合
い
に

な
り
、
価
格
が
30
％
く

ら
い
上
昇
し
た
。
ピ
ノ

ノ
ワ
ー
ル
の
場
合
、
10

年
前
は
１
㎏
２
０
０
円
で
あ
っ
た
が
、
い

ま
４
０
０
円
で
あ
る
。

ン
産
地
を
巡
り
調
べ
た
。

ま
た
、
コ
コ
フ
ァ
ー
ム
醸
造
責
任
者
の

米
国
人
ブ
ル
ー
ス
・
ガ
ッ
ト
ラ
ヴ
氏
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ビ
ス
校
醸
造
学

科
卒
）
に
出
会
い
師
事
し
た
。「
ブ
ル
ー

ス
は
ブ
ド
ウ
栽
培
や
ワ
イ
ン
造
り
に
対
し

て
、
ま
だ
日
本
人
が
知
ら
な
い
情
報
を
た

く
さ
ん
持
っ
て
い
た
」。
ブ
ド
ウ
栽
培
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
マ
ー
ト
氏
か
ら
も
多
大

な
影
響
を
受
け
た
。

ス
マ
ー
ト
氏
は
、
キ
ャ
ノ
ピ
ー
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

人
物
で
あ
る
（
１
９
６
０
年
代
提
唱
）。

ブ
ド
ウ
の
木
の
植
栽
密
度
、
新
梢
を
何
本

伸
ば
す
か
、
そ
の
長
さ
や
選
定
の
仕
方
な

余
市
町
登
地
区
に
、
国
際
水
準
の
ワ
イ

ン
造
り
を
期
待
さ
れ
て
い
る
「
ド
メ
ー
ヌ 

タ
カ
ヒ
コ
」（
曽
我
貴
彦
代
表
）
を
訪
問

し
た
。
家
族
経
営
の
小
さ
な
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
あ
る
。
町
の
中
央
を
流
れ
る
余
市
川
の

右
岸
、
標
高
60
ｍ
、
南
東
向
き
の
緩
や
か

な
丘
陵
地
に
あ
る
。
畑
は
ビ
オ
ロ
ジ
ッ
ク

（
有
機
栽
培
）で
管
理
さ
れ
た
ピ
ノ
ノ
ワ
ー

ル
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。

曽
我
貴
彦
氏
（
１
９
７
２
年
生
）
は
、

長
野
県
小
布
施
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
次
男

で
、
大
学
で
醸
造
学
を
学
び
、
一
時
は
微

生
物
研
究
者
へ
の
道
へ
進
む
が
、
ワ
イ
ン

の
魅
力
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
10
年
間
、
栃
木

県
の
コ
コ
フ
ァ
ー
ム
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
働

き
、
そ
の
間
、
日
本
中
、
世
界
中
の
ワ
イ

２��

科
学
す
る
ド
メ
ー
ヌ 

タ
カ
ヒ
コ

ど
を
、
気
象
や
土
壌
成
分
の

デ
ー
タ
と
共
に
関
連
付
け
て
、

数
値
化
し
た
。
つ
ま
り
、
科
学

的
分
析
の
上
に
ブ
ド
ウ
栽
培
を

行
な
う
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
曽
我

氏
は
ス
マ
ー
ト
氏
か
ら
大
き
く

感
化
さ
れ
、「
ブ
ド
ウ
栽
培
と

は
何
か
」
を
深
く
模
索
し
続
け

た
よ
う
だ
。

こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
の
故
で

あ
ろ
う
か
、
曽
我
氏
は
立
地
、

栽
培
、
醸
造
、
い
ず
れ
の
場
面

で
も
、
選
択
、
意
思
決
定
は
サ

イ
エ
ン
ス
に
拠
っ
て
い
る
。

な
ぜ
余
市
だ
っ
た
の
か
？

コ
コ
フ
ァ
ー
ム
で
栽
培
担
当

し
て
い
た
時
、
コ
コ
フ
ァ
ー
ム

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
農
場
を

所
有
し
て
お
り
輸
入
ブ
ド
ウ
も

使
っ
て
い
た
が
、
当
時
、
日
本

で
は
す
べ
て
国
産
ブ
ド
ウ
に
変

え
よ
う
と
い
う
議
論
が
出
て
い
た
（
筆
者

注
、
２
０
０
２
年
論
争
、
04
年
か
ら
日
本

ワ
イ
ン
の
流
れ
）。
そ
こ
で
、
日
本
各
地

の
ブ
ド
ウ
畑
を
見
て
回
っ
た
。
最
後
に
勤

め
て
い
た
の
が
北
海
道
で
あ
り
、
質
の
い

い
ブ
ド
ウ
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
。
品

質
の
良
さ
に
驚
い
た
と
い
う
。

な
ぜ
、
余
市
を
選
ん
だ
の
か
？　

先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
余
市
は
世
界
の
ワ
イ
ン

銘
醸
地
と
同
じ
条
件
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
涼
し
い
の
で
良
い
ブ
ド
ウ
が
で
き

る
。
北
海
道
は
ク
ー
ル
ク
ラ
イ
メ
イ
ト
で

あ
る
。
そ
の
上
で
、
十
勝
は
凍
害
の
リ
ス

ク
が
大
き
い
の
で
最
初
の
段
階
で
除
外
し

た
。
函
館
、
岩
見
沢
は
積
算
温
度
は
１
２

０
０
～
１
３
０
０
℃
と
余
市
と
同
じ
だ

が
、
函
館
は
収
穫
期
に
霧
が
出
る
リ
ス
ク

が
あ
り
、
ま
た
台
風
も
来
る
。
岩
見
沢
は

冬
零
下
20
℃
以
下
に
な
り
、
し
か
も
雪
が

少
な
い
年
も
あ
り
凍
害
リ
ス
ク
が
あ
る
。 ドメーヌ タカヒコの農場風景

表４：余市町のワイン生産推移
         （単位：㎘）

（出所）�余市税務署調べ（行政文書開示請求による）。
北海道計は国税庁統計年報。

（注）果実酒の課税数量である。仁木町を含む。

年度 余市税務署管内 北海道計

2010 … 3,025

2011 … 3,064

2012 … 3,083

2013 以下次号掲載予定 3,369

2014 3,430

2015 3,437

2016 3,424

2017 3,279
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栽
培
、
醸
造
、
ど
の
場
面
で
も
、
昔
か
ら

親
の
代
か
ら
や
っ
て
い
る
技
術
に
拠
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
て
決
め
て
い
る
。

化
学
肥
料
や
農
薬
を
一
切
使
わ
な
い
ビ

オ
ロ
ジ
ッ
ク
の
ほ
う
が
土
の
中
の
微
生
物

の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
ブ
ド
ウ
の
木
が

持
つ
生
物
的
能
力
を
引
き
出
し
、
繊
細
な

ワ
イ
ン
が
で
き
る
（
こ
れ
が
科
学
的
知
見

で
あ
る
）。
火
入
れ
を
し
な
い
ほ
う
が
ブ

ド
ウ
の
持
つ
本
来
の
香
り
が
保
た
れ
て
い

曽
我
氏
は
「
日
本
の
食
の
美
し
さ
を
表

現
で
き
る
ワ
イ
ン
を
醸
し
た
い
」「
瓶
熟

で
は
日
本
の
四
季
を
表
現
で
き
る
ワ
イ
ン

が
理
想
」
と
語
る
。
感
性
の
世
界
を
強
調

し
て
い
る
。
ま
た
、
何
も
手
を
加
え
な
い

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
、「
科
学
」

と
対
立
す
る
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
筆
者
に
は
両
者
に
矛
盾

は
な
い
。
繊
細
な
ワ
イ
ン
を
醸
す
に
は
科

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
。

既
に
見
て
き
た
通
り
、曽
我
氏
は
立
地
、

４��

科
学
と
自
然
の
リ
ズ
ム

こ
れ
に
対
し
、
余
市
は
冬
季
は
雪
に
覆

わ
れ
（
vs
十
勝
）、
ま
た
霧
、
台
風
が
な

く
（
vs
函
館
）、
冬
も
マ
イ
ナ
ス
15
℃
止

ま
り
で
降
雪
も
安
定
し
て
い
る
（
vs
岩
見

沢
）。
つ
ま
り
、
余
市
は
一
番
、
安
定
し

て
い
る
。

ブ
ド
ウ
の
大
敵
は
雨
で
あ
る
。余
市
も
、

梅
雨
は
な
い
が
秋
雨
は
あ
る
。
し
か
し
、

北
海
道
の
収
穫
時
期
は
10
月
10
日
～
30
日

で
あ
り
、
そ
の
頃
は
寒
い
（
10
℃
以
下
）。

収
穫
期
が
寒
い
と
、光
合
成
だ
け
や
っ
て
、

雨
が
降
っ
て
も
水
を
吸
わ
な
い
。
こ
の
時

期
の
雨
は
問
題
な
し
。

つ
ま
り
、
余
市
は
安
定
し
た
条
件
を

持
っ
て
い
る
。
質
の
良
い
も
の
を
安
定
し

て
作
れ
る
。
暖
流
の
影
響
で
比
較
的
温
暖

で
、
気
象
条
件
が
優
れ
て
い
る
の
が
余
市

だ
っ
た
。
積
算
温
度
、
雨
が
な
い
、
秋
雨

は
あ
っ
て
も
問
題
な
し
等
々
、
調
査
研
究

の
成
果
の
上
で
余
市
を
選
ん
だ
。８
年
間
、

畑
を
何
処
に
す
る
か
模
索
し
た
。
親
の
代

か
ら
の
土
地
で
ワ
イ
ン
造
り
を
始
め
た
わ

け
で
は
な
い
。出
生
地
の
長
野
を
は
じ
め
、

山
形
、
福
島
、
北
海
道
と
、
ブ
ド
ウ
畑
の

候
補
地
は
50
以
上
に
上
っ
た
。
し
か
し
、

一
番
条
件
の
い
い
の
は
余
市
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

標
高
60
ｍ
の
丘
の
上
に
あ
る
農
場
は
、

圃
場
の
下
側
か
ら
見
る
と
、風
化
し
た
礫
、

砂
、粘
土
（
火
山
性
）
が
混
ざ
り
あ
っ
た
、

水
は
け
の
良
さ
そ
う
な
土
壌
の
地
層
を
見

せ
て
い
た
。

魅
力
を
感
じ
て
お
り
ま
す
」「
そ
の
よ
う

な
ワ
イ
ン
を
日
本
で
造
る
に
は
、
水
は
け

の
良
い
火
山
性
土
壌
と
適
度
に
雨
が
降
る

風
土
で
育
っ
た
ピ
ノ
ノ
ワ
ー
ル
で
あ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
も
暖
か
い
エ
リ
ア

で
な
く
涼
し
い
気
候
エ
リ
ア
で
」。

余
市
、
登
地
区
の
農
場
は
、
ま
さ
し
く

そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
ピ
ノ
ノ

ワ
ー
ル
を
造
る
に
は
余
市
以
外
は
な
い
と

思
い
、
余
市
に
立
地
し
た
。
こ
の
圃
場
は

も
と
も
と
果
樹
園
だ
っ
た
。

リ
ン
ゴ
主
体
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
プ
ル
ー

ン
、
洋
梨
な
ど
７
種
類
の
果
樹
が
栽
培
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
を
ピ
ノ
ノ
ワ
ー
ル
に
植

え
替
え
た
。

ド
メ
ー
ヌ 

タ
カ
ヒ
コ
は
、
２
０
１
０

年
オ
ー
プ
ン
、
経
営
耕
地
面
積
４
・
５

ha
、
作
付
面
積
２
・
５
ha
（
３
・
５
ha
ま

で
可
能
）、
ブ
ド
ウ
12
ｔ
（
買
い
ブ
ド
ウ

含
め
る
と
15
ｔ
）、
ワ
イ
ン
生
産
１
万
５

０
０
０
本
（
７
５
０
㎖
）、
売
上
高
３
０

０
０
万
円
で
あ
る
。
畑
は
ビ
オ
ロ
ジ
ッ
ク

（
有
機
栽
培
）で
管
理
さ
れ
た
ピ
ノ
ノ
ワ
ー

ル
（
９
０
０
０
本
）
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

規
模
は
小
さ
い
が
、
世
界
レ
ベ
ル
の
ワ
イ

ン
造
り
を
目
指
し
て
い
る
。

自
社
畑
の
ほ
か
、
買
い
ブ
ド
ウ
も
あ
る

（
３
ｔ
、
登
地
区
１
戸
40
ａ
）。
ブ
ラ
ン
ド

は
区
別
し
て
お
り
、
自
社
畑
の
ワ
イ
ン
は

「
ナ
ナ
・
ツ
・
モ
リ
」（
３
８
０
０
円
）、

買
い
ブ
ド
ウ
で
造
る
ワ
イ
ン
は「
ヨ
イ
チ
・

ノ
ボ
リ
」（
３
５
０
０
円
）
で
あ
る
。
出

荷
先
は
１
０
０
％
酒
屋
さ
ん
（
全
国
１
０

０
店
舗
）
で
、
日
本
酒
並
み
の
掛
け
率
で

卸
し
て
い
る
。
通
常
、
ワ
イ
ン
は
６
掛
け

と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
酒
並
み
は
か
な

り
高
い
掛
け
率
で
あ
る
。
ド
メ
ー
ヌ 

タ

カ
ヒ
コ
は
評
判
が
よ
く
、
引
き
合
い
が
多

い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

世
界
と
勝
負
で
き
る
ワ
イ
ン
造
り
を
目

指
す
曽
我
氏
の
ワ
イ
ン
は
ど
ん
な
も
の

か
。
曽
我
「
濃
く
て
余
韻
が
長
い
ワ
イ
ン

の
世
界
よ
り
、
繊
細
（
薄
い
）
な
が
ら
も

深
く
幅
が
あ
り
、
余
韻
が
長
い
ワ
イ
ン
の

３��

繊
細
な
ワ
イ
ン
造
り
た
い

ピ
ノ
ノ
ワ
ー
ル
は
優
雅
な
ワ
イ
ン
に
な

る
け
れ
ど
、
気
難
し
い
と
言
わ
れ
る
。
冷

涼
な
気
候
を
好
む
た
め
、
ど
こ
で
も
栽
培

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
曽
我
氏
は
そ
れ

に
挑
戦
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

栽
培
は
ビ
オ
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。
醸
造

は
、
ブ
ド
ウ
を
房
ご
と
仕
込
む
全
房
発
酵

と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
梗
や
茎
の

部
分
も
一
緒
に
仕
込
む
と
、
醸
造
時
の
温

度
変
化
が
緩
や
か
に
な
り
、
ワ
イ
ン
に
複

雑
な
風
味
や
艶
や
か
な
舌
触
り
を
与
え

る
。そ

の
上
、
果
梗
の
タ
ン
ニ
ン
が
加
わ
る

の
で
、
味
わ
い
の
構
成
力
が
し
っ
か
り
す

る
よ
う
だ
。
火
入
れ
は
し
な
い
。
フ
ィ
ル

タ
ー
も
か
け
な
い
。
無
濾
過
で
上
澄
み
を

取
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
う
が
ブ
ド
ウ
の
持

つ
本
来
の
香
り
と
味
が
残
る
。
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曽
我
氏
は
、
ワ
イ
ン
は
自
己
表
現
が
で

き
る
産
業
と
強
調
す
る
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
は

１
万
本
の
小
規
模
で
も
世
界
に
自
分
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
。
野
菜
で
い
く
ら
努
力
し

て
も
無
理
だ
。若
い
人
が
参
入
す
る
の
も
、

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
ら
だ
。

若
い
人
た
ち
の
研
修
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
余
市
は
面
白
い
よ
と
発
信
し
て
、
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
増
や
す
。
過
疎
化
地
域
に
若

い
人
の
参
入
を
誘
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

曽
我
氏
が
余
市
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
開
い

た
の
は
２
０
１
０
年
で
あ
る
。
ド
メ
ー
ヌ 

タ
カ
ヒ
コ
で
研
修
し
た
若
者
た
ち
も
、
登

地
区
で
次
々
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
起
こ
し

た
。
余
市
は
気
象
条
件
が
良
い
だ
け
で
は

な
く
、
山
梨
や
長
野
に
比
べ
ま
と
ま
っ
た

面
積
の
農
地
を
取
得
し
や
す
い
の
で
、
質

の
高
い
ワ
イ
ン
造
り
を
目
指
す
人
た
ち
が

余
市
に
集
ま
っ
て
き
た
。

表
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
余
市
町
と
仁

木
町
を
合
わ
せ
る
と
14
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

立
地
し
て
い
る
。
新
規
参
入
の
予
備
軍
も

多
い
。

典
型
的
な
中
山
間
地
帯
に
あ
る
余
市
町

立
登
小
学
校
は
、
全
校
児
童
数
10
人
で
あ

る
。
う
ち
９
人
は
新
規
就
農
者
の
子
弟
で

あ
る
（
19
年
度
）。
古
く
か
ら
の
住
民
だ

け
で
あ
れ
ば
、
小
学
校
は
廃
校
に
追
い
込

ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

進
出
が
地
域
を
救
っ
た
。

日
本
ワ
イ
ン
は
、
リ
ン
ゴ
の
衰
退
に
代

わ
っ
て
農
地
を
有
効
活
用
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
幅
広
く
公
共
目
的
に
適
う
産
業
に

な
っ
て
い
る
。
ワ
イ
ン
造
り
自
体
が
、
社

会
の
共
通
価
値
を
創
造
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
活
動
）

し
て
い
る
。更
な
る
発
展
を
期
待
し
た
い
。

５
登
小
学
校
児
童
の
９
割
が
新
規
就
農
の
子
弟

て
よ
い
。
全
房
発
酵
の
ほ
う
が
醸
造
時
の

温
度
変
化
が
緩
や
か
に
な
り
ワ
イ
ン
に
複

雑
な
風
味
が
あ
る
等
々
。
そ
う
い
う
知
見

を
も
た
ら
す
の
が
「
科
学
」
で
あ
る
。
自

然
の
法
則
を
解
明
す
る
の
が
科
学
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
科
学
的
分
析
の
知
見

に
基
づ
い
て
ワ
イ
ン
造
り
を
す
る
ほ
う

が
、
自
然
の
リ
ズ
ム
を
活
か
し
、
ブ
ド
ウ

の
木
の
持
つ
本
来
の
能
力
を
１
０
０
％
引

き
出
し
て
美
味
し
い
ワ
イ
ン
が
で
き
る
。

科
学
は
自
然
の
リ
ズ
ム
を
引
き
出
す
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
曽
我
氏
は
「
科
学
す

る
醸
造
家
」
に
一
番
近
い
醸
造
家
の
よ
う

に
思
え
る
。

経
営
に
目
を
転
じ
る
と
、
醸
造
場
は
機

械
が
少
な
い
。
曽
我
氏
は
「
自
分
は
金
を

か
け
て
い
な
い
。
ケ
チ
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

と
言
う
。
ポ
ン
プ
が
な
い
。
除
梗
の
機
械

が
な
い
。
ス
テ
ン
レ
ス
タ
ン
ク
が
な
い
。

樽
も
新
樽
は
使
わ
な
い
。
新
樽
は
樽
の
匂

い
で
ワ
イ
ン
が
臭
い
。
ス
テ
ー
キ
を
食
べ

る
と
き
は
い
い
が
。
繊
細
な
ワ
イ
ン
造
り

に
は
匂
い
が
つ
く
新
樽
は
合
わ
な
い
。
フ

ラ
ン
ス
等
海
外
か
ら
中
古
を
買
っ
て
く

る
。
新
樽
は
15
万
円
位
す
る
が
、
中
古
は

５
万
円
で
あ
る
。
小
布
施
の
兄
貴
か
ら
も

も
ら
う
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
初
期
投
資
は
１

０
０
０
万
円
で
済
ん
だ
（
土
地
取
得
費
は

１
６
０
０
万
円
）。

曽
我
氏
は
自
分
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
「
農

家
の
味
噌
、
漬
物
」
と
言
う
。
日
本
ワ
イ

ン
の
最
大
手
「
北
海
道
ワ
イ
ン
」（
小
樽

市
）
は
「
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
や
マ
ル
コ
メ
の

味
噌
、
醤
油
」
と
い
う
。
わ
か
り
や
す
い

比
喩
だ
。
農
家
の
延
長
線
上
で
、
自
分
と

家
族
の
幸
せ
を
考
え
て
、
農
夫
と
し
て
の

個
性
を
し
っ
か
り
出
し
た
ワ
イ
ン
、
風
土

を
生
か
し
た
自
然
な
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
い

く
と
い
う
。

規
模
に
つ
い
て
も
哲
学
が
あ
る
。
面
積

は
増
や
さ
な
い
。
う
ま
み
を
感
じ
る
ワ
イ

ン
を
醸
し
、
付
加
価
値
を
高
め
る
方
向
で

勝
負
す
る
。
日
本
の
ワ
イ
ン
は
１
本
１
万

円
の
時
代
が
来
る
と
み
て
い
る
。
日
本
ワ

イ
ン
で
、
面
白
い
ワ
イ
ン
が
あ
る
。
曽
我

氏
の
と
こ
ろ
に
も
、
月
２
～
３
件
、
海
外

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
よ
う
だ
。

ま
た
、「
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
を
美

し
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴

を
出
す
こ
と
で
、
小
規
模
で
個
性
的
な
ワ

イ
ナ
リ
ー
が
地
域
に
沢
山
出
現
す
る
の
が

好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

「
北
海
道
に
２
０
０
万
ℓ
規
模
が
１
軒
あ

る
の
と
、
う
ち
み
た
い
の
が
１
０
０
軒
、

こ
れ
で
１
０
０
万
ℓ
の
生
産
は
ど
っ
ち
が

面
白
い
か
」
と
い
う
比
較
で
あ
る
。
小
規

模
の
定
義
を
１
万
ℓ
と
す
る
な
ら
、
持
続

可
能
か
も
し
れ
な
い
（
注
：
１
万
ℓ
規
模

は
現
状
価
格
な
ら
、
売
上
高
１
５
０
０
万

～
２
０
０
０
万
円
）。

筆
者
コ
メ
ン
ト
：
小
規
模
（
仮
に
６
㎘

未
満
）
は
持
続
的
か
。
規
模
の
利
益
が
小

さ
く
、
規
模
拡
大
し
な
く
て
も
競
争
市
場

で
や
っ
て
い
け
る
場
合
、
小
企
業
の
集
積

は
多
様
性
に
富
み
面
白
い
と
思
う
。
し
か

し
、
通
常
の
産
業
は
（
農
業
の
場
合
も
）、

そ
う
い
う
思
い
は
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か

そ
う
は
い
か
な
い
。
市
場
原
理
の
下
、
淘

汰
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
稲
作
を
は

じ
め
、
農
業
分
野
は
規
模
拡
大
し
て
残
っ

て
い
る
。
ワ
イ
ン
の
場
合
は
逆
に
、
個
性

が
競
争
力
を
つ
く
る
側
面
が
あ
る
の
で
、

あ
る
と
こ
ろ
ま
で
可
能
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。
仏
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
は
そ
う
い
う
様

相
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は

ま
だ
検
証
で
き
な
い
。
現
状
の
日
本
ワ
イ

ン
は
価
格
が
高
い
の
で
、
美
味
し
く
て
安

い
輸
入
ワ
イ
ン
の
情
報
が
完
全
な
市
場
に

な
れ
ば
価
格
が
下
が
り
、
小
零
細
規
模
で

ど
こ
ま
で
残
れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
１

万
円
の
ワ
イ
ン
を
醸
す
こ
と
が
で
き
る
限

ら
れ
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
だ
け
が
小
規
模
で
残

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
小
規
模
の
ま
ま
サ
バ

イ
バ
ル
し
産
業
を
形
成
す
る
こ
と
は
困
難

か
も
し
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
後
継
者
難
に

直
面
す
る
で
あ
ろ
う
。


